
だ
さ
い
。

対
象　

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　

ま
た
は
介
護
職
員
実
務
者
研

　

修
を
修
了
し
た
人
で
、
①
ま

　

た
は
②
に
当
て
は
ま
る
人

①
研
修
修
了
時
点
で
、
既
に
市

　

内
の
介
護
事
業
所
な
ど
で
就

　

労
し
て
い
て
、
そ
の
後
、
そ

　

の
介
護
事
業
所
な
ど
で
の
就

　

労
期
間
が
３
か
月
を
経
過
し

　

た
人

②
研
修
修
了
後
に
、
市
内
の
介

　

護
事
業
所
な
ど
に
新
た
に
就

　

労
し
た
後
、
そ
の
介
護
事
業

　

所
な
ど
で
の
就
労
期
間
が
３

　

か
月
を
経
過
し
た
人

※
こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当
し
た

日
か
ら
、
６
か
月
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額　

受
講
料
、
実
習
費

　

な
ど
の
介
護
職
員
研
修
受
講

　

費
用
の
２
分
の
１
以
内
と
し
、

　

次
の
額
を
上
限
と
す
る
。

▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
…
５

　

万
円　

▽
実
務
者
研
修
…
３
万
円

※
他
の
機
関
な
ど
か
ら
、
こ
れ

ら
の
研
修
受
講
費
用
ま
た
は
同

様
の
趣
旨
の
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
額
を
控
除
し
た
額
か
ら
計
算

し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

介
護
保
険
課

　

（
☎
４
０-

０
２
２
３
）

利
用
点
検
を
行
う
Ｊ
Ｒ
駅
駐
輪
場

　

府
中
・
鵜
飼
・
高
木
・
下
川

　

辺
・
河
佐
・
備
後
矢
野
・
上
下

◎
８
月
上
旬
に
白
色
の
点
検
カ

ー
ド
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
駅
駐
輪
場
に
あ
る
全
て

の
自
転
車
・
バ
イ
ク
に
白
色
の

点
検
カ
ー
ド
を
取
り
付
け
ま
し

た
の
で
、
自
転
車
・
バ
イ
ク
の

所
有
者
は
、
利
用
す
る
と
き
に

取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
９
月
・
10
月
に
黄
色
・
赤
色

の
警
告
カ
ー
ド
を
取
り
付
け
ま
す
。

　

白
色
の
点
検
カ
ー
ド
が
残
っ

て
い
る
自
転
車
・
バ
イ
ク
に
は
、

９
月
９
日（
月
）に
黄
色
の
警
告

カ
ー
ド
を
取
り
付
け
ま
す
。
さ

ら
に
、
黄
色
の
警
告
カ
ー
ド
が

残
っ
て
い
る
自
転
車
・
バ
イ
ク

に
は
、
10
月
初
旬
に
赤
色
の
警

告
カ
ー
ド
を
取
り
付
け
ま
す
。

◎
10
月
下
旬
に
は
別
の
場
所
に

移
動
し
ま
す
。

　

赤
色
の
警
告
カ
ー
ド
が
残
っ

た
ま
ま
の
自
転
車
・
バ
イ
ク
は
、

10
月
下
旬
に
別
の
場
所
へ
移
動

し
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ

る
人
は
、
至
急
、
駐
輪
場
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

　

（
☎
４
３-

７
２
１
１
）

　

収
入
証
紙
に
よ
る
各
種
手
数

料
の
納
付
が
、
現
金
ま
た
は
納

付
書
に
よ
る
納
付
に
切
り
替

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

証
紙
の
買
い
戻
し
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
買
い
戻
し

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
手
元
に
広

島
県
の
収
入
証
紙
が
あ
る
か
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

買
い
戻
し
期
限　
10
月
31
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先　

広
島
県
会
計

　

総
務
課
（
☎
０
８
２-

５
１
３-

　

２
１
１
２
）

◎
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
火
災
の
死
者
は
、
建
物

火
災
に
よ
る
死
者
の
約
９
割
を

占
め
て
お
り
、
こ
の
う
ち
放
火

自
殺
者
な
ど
を
除
く
死
者
の
約

７
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

す
。
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
早
く
知
る

　

火
災
か
ら
の
逃
げ
遅
れ
を
防

ぐ
た
め
、
寝
室
や
階
段
に
火
災

の
煙
を
感
知
し
、
警
報
音
で
知

ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▽
早
く
消
す

　

万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
と

き
に
消
火
器
を
備
え
て
い
れ
ば
、

消
火
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
火
器
は
重
い
と
か
置
き
場
所

に
困
る
と
思
う
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
消
火
器
の
中
に
は

軽
く
て
小
さ
い
住
宅
用
消
火
器

も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
宅
へ
の

設
置
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
火
を
広
げ
な
い

　

寝
た
ば
こ
火
災
や
、
高
齢
者

に
多
い
着
衣
着
火
を
減
ら
す
た

め
に
、
枕
や
布
団
カ
バ
ー
な
ど

の
寝
具
や
、
パ
ジ
ャ
マ
、
エ
プ

ロ
ン
と
い
っ
た
衣
類
に
防
炎
品

を
使
用
す
る
と
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
カ
ー
テ
ン
や
じ
ゅ
う
た

ん
な
ど
も
防
炎
品
を
使
用
し
て

い
れ
ば
、
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
老
朽
化
し
た
消
火
器
を
適
切

に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　

腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
を
操

作
す
る
と
、
消
火
器
が
破
裂
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
屋
外
に

長
期
間
放
置
さ
れ
る
な
ど
し
て
、

外
面
に
腐
食
の
見
ら
れ
る
消
火

器
は
、
レ
バ
ー
を
操
作
す
る
と

大
変
危
険
で
す
の
で
、
決
し
て

操
作
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

㈱
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

セ
ン
タ
ー
に
、
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
消
火
器
の
廃
棄
処
分

の
際
は
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
山
地
区
消

　

防
局
予
防
課
（
☎
０
８
４-

９

　

２
８-

１
１
９
２
）

と
き　

９
月
８
日（
日
）10
時
30

　

分
～
12
時
30
分

と
こ
ろ　

広
島
市
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

※
こ
の
他
の
会
場
で
も
開
催
し

ま
す
。

内�

容　

協
力
隊
経
験
者
の
体
験

談
、
個
別
相
談
、
ワ
ー
ク
シ

　

ョ
ッ
プ
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法

　

人
国
際
協
力
機
構
中
国
セ
ン

　

タ
ー
市
民
参
加
協
力
課
（
☎

　

０
８
２-

４
２
１-

６
３
０
５
）

Ｊ
Ｒ
駅
駐
輪
場
の
自
転
車
・

バ
イ
ク
の
利
用
点
検
を
実
施
中

広
島
県
収
入
証
紙
の
買
い
戻
し

期

限

が

迫

っ

て

い

ま

す

福
山
地
区
消
防
局
予
防
課 

か

ら

の

お

知

ら

せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集

説

明

会
・

イ

ベ

ン

ト
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Information 暮らしの情報


